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１ 管理運営

（６）平成30年度予算及び決算

（単位：百万円）

区 分 予算額 決算額
差 額

備 考
（決算－予算）

収入

運営費交付金 ３，０９１ ３，１６７ ７６ （注１）

うち補正予算による追加 － － －

施設整備費補助金 ４１ ４１ △０

うち補正予算による追加 － － －

船舶建造費補助金 － － －

施設整備資金貸付金償還時補助金 － － －

補助金等収入 － ０ ０

大学改革支援・学位授与機構施設費交付金 ２８ ２３ △５ （注２）

自己収入 ９０２ ８９３ △９

授業料、入学金及び検定料収入 ７９７ ７８４ △１３ （注３）

附属病院収入 － － －

財産処分収入 － － －

雑収入 １０５ １０９ ４ （注４）

産学連携等研究収入及び寄附金収入等 １０８ １３４ ２６ （注５）

引当金取崩 － － －

長期借入金収入 － － －

貸付回収金 － － －

前中期目標期間繰越積立金取崩 ３３ ２７ △６ （注６）

目的積立金取崩 ３９ ３４ △５ （注７）

計 ４，２４２ ４，３２０ ７８

支出

業務費 ４，０６５ ３，９９７ △６８

教育研究経費 ４，０６５ ３，９９７ △６８ （注８）

診療経費 － － －

施設整備費 ６９ ６４ △５ （注９）

船舶建造費 － － －

補助金等 － ０ ０

産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 １０８ ９６ △１２ （注10）

貸付金 － － －

長期借入金償還金 － － －

大学改革支援・学位授与機構施設費納付金 － － －

計 ４，２４２ ４，１５７ △８５

収入－支出 － １６２ １６２
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○予算と決算の差異について

（注１）運営費交付金については、特殊要因運営費交付金が追加交付されたこと等により予算額に比して

決算額が７６百万円多額となっています。

（注２）大学改革支援・学位授与機構施設費交付金については、交付決定額の減少により予算額に比して

決算額が５百万円少額となっています。

（注３）授業料、入学金及び検定料収入については、当初の見込みより大学院学生の入学者が減少したこ

と等により予算額に比して決算額が１３百万円少額となっています。

（注４）雑収入については、講習料等収入の増加、研究関連収入の減少等により予算額に比して決算額が

４百万円多額となっています。

（注５）産学連携等研究収入及び寄附金収入等については、当初の見込みよりも受託研究収入及び寄付金

収入が増加したことから予算額に比して決算額が２６百万円多額となっています。また、決算額

には、前年度からの繰越額１７百万円が含まれています。

（注６）前中期目標期間繰越積立金取崩については、アクティブ・ラーニング環境整備に使用した取崩額

が２７百万となったため、予算額に比して決算額が６百万円少額となっています。

（注７）目的積立金取崩については、教育研究環境整備に使用した取崩額が３４百万円となったため、

予算額に比して決算額が５百万円少額となっています。

（注８）教育研究経費については、（注６）及び（注７）に示した理由並びに退職手当の繰越等により、

予算額に比して決算額が６８百万円少額となっています。

（注９）（注２）に示した理由により予算額に比して決算額が５百万円少額となっています。

（注10）産学連携等研究経費及び寄附金事業費等については、当初の見込みより寄附金事業費が減少した

こと及び受託研究費が増加したことから予算額に比して決算額が１２百万円少額となっています。


